
わがまち自慢の３大七夕まつりわがまち自慢の３大七夕まつり

特集

わがまち自慢の３大七夕まつりわがまち自慢の３大七夕まつり

陸前高田市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

こうほうりくぜんたかたこうほうりくぜんたかた

RRIIKKUUZZEENNTTAAKKAATTAA

SEPTEMBER 2026
9
No.1218



　
８
月
７
日
㈮
、「
高
田
町
う
ご
く
七
夕
ま

　
８
月
７
日
㈮
、「
高
田
町
う
ご
く
七
夕
ま

つ
り
」
と
「
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り
」

つ
り
」
と
「
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
田
町
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
」は
、荒
町
、

　
「
高
田
町
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
」は
、荒
町
、

駅
前
、
大
石
、
大
町
、
川
原
、
中
央
、
長
砂
、

駅
前
、
大
石
、
大
町
、
川
原
、
中
央
、
長
砂
、

鳴
石
、
和
野
の
９
つ
の
祭
組
に
加
え
、
７
年

鳴
石
、
和
野
の
９
つ
の
祭
組
に
加
え
、
７
年

ぶ
り
の
運
行
と
な
る
松
原
祭
組
が
参
加
し
、

ぶ
り
の
運
行
と
な
る
松
原
祭
組
が
参
加
し
、

計計
1010
台
の
山
車
が
ま
ち
な
か
を
練
り
歩
き
、

台
の
山
車
が
ま
ち
な
か
を
練
り
歩
き
、

一
層
の
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

一
層
の
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り
」は
、

　
ま
た
、「
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り
」は
、

今
泉
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
台
の
山
車

今
泉
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
台
の
山
車

が
豪
快
に
ぶ
つ
か
り
合
う
「
け
ん
か
」
が
昼

が
豪
快
に
ぶ
つ
か
り
合
う
「
け
ん
か
」
が
昼

と
夜
に
行
わ
れ
、
両
祭
組
の
威
勢
の
良
い
掛

と
夜
に
行
わ
れ
、
両
祭
組
の
威
勢
の
良
い
掛

け
声
や
太
鼓
の
音
、
観
客
の
歓
声
で
会
場
は

け
声
や
太
鼓
の
音
、
観
客
の
歓
声
で
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　　
1111
日
（
火
・
祝
）
に
は
、
矢
作
町
の
下
矢

日
（
火
・
祝
）
に
は
、
矢
作
町
の
下
矢

作
地
区
で
「
下
矢
作
灯
篭
七
夕
」
が
開
催
さ

作
地
区
で
「
下
矢
作
灯
篭
七
夕
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
昼
と
夜
の
２
回
に
わ

れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
昼
と
夜
の
２
回
に
わ

た
り
山
車
を
運
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、
昼

た
り
山
車
を
運
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、
昼

の
部
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
運
行
を
見
合
わ

の
部
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
運
行
を
見
合
わ

せ
ま
し
た
。
夕
方
に
は
、
暴
風
警
報
が
解
除

せ
ま
し
た
。
夕
方
に
は
、
暴
風
警
報
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
夜
は
予
定
通
り
山
車
を

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
夜
は
予
定
通
り
山
車
を

運
行
。
山
車
の
引
き
手
た
ち
の
「
よ
ー
い
よ

運
行
。
山
車
の
引
き
手
た
ち
の
「
よ
ー
い
よ

い
」
の
元
気
な
掛
け
声
、
太
鼓
や
笛
に
よ
る

い
」
の
元
気
な
掛
け
声
、
太
鼓
や
笛
に
よ
る

お
囃
子
の
音
色
、
山
車
に
灯
っ
た
ろ
う
そ
く

お
囃
子
の
音
色
、
山
車
に
灯
っ
た
ろ
う
そ
く

の
柔
ら
か
な
光
が
、
ま
ち
を
温
か
く
彩
り
ま

の
柔
ら
か
な
光
が
、
ま
ち
を
温
か
く
彩
り
ま

し
た
。

し
た
。

022026年 (令和８年 )９月号03 RIKUZENTAKATA

け
ん
か
七
夕
ま
つ
り

け
ん
か
七
夕
ま
つ
り

下
矢
作
灯
篭
七
夕

下
矢
作
灯
篭
七
夕

３大３大
自慢の自慢の

わがまちわがまち

う
ご
く
七
夕
ま
つ
り

う
ご
く
七
夕
ま
つ
り

高
田
町

高
田
町

気
仙
町

気
仙
町



　市では、少子化や子どものニーズの多様化などの課
題を受け、これまで学校の教員が担ってきた部活動を、
地域の中で支え、持続可能な形にしていく「地域展開」
に取り組んでいます。
　子どもたちが自分の興味や目標に合わせて、多様な
活動を選べる環境を、地域の皆さんと協力してつくっ
ていきます。

部活動の地域展開が始まっています

地域みんなで、子どもたちの活動を支える新しい仕組みへ

➊少子化の影響

　中学生の数は年々減少し、１つの学校では部活動の維持が
難しくなっています。このままでは、休部や廃部が増え、子
どもたちの選択肢が減ってしまいます。
➋子どものニーズの多様化

　近年、部活動に所属せず、他の活動に参加する生徒が増えています。本市では、全体の約 3 割
以上の生徒が部活動に加入していません。子どもたちが自分の興味や目標に合わせて活動できる環
境が求められています。

なぜ「地域展開」が必要か

「地域クラブ」の仕組み

地域の力で、子どもたちの「やってみたい！」「続けたい！」を応援します。

市公認の「地域クラブ」はどのようなものですか？

国の方針にも示されているように、部活動が担ってきた「豊かな人間性の育成」「社会
性と人間関係の構築」「自主性や主体性の確立」などの教育的価値を継承した団体を市
公認の地域クラブとして認定しています。
費用はどのくらいかかるの？

地域クラブごとに会費や実費が異なります。詳細は各地域クラブからお知らせします。
誰でも地域クラブに参加できるの？

基本的には中学生が対象です。学校の枠を越えて参加できますが、各地域クラブのルー
ルに基づきます。
大会やコンクールはどうなるの？

これまでと同様に、中体連や各種大会・コンクールへの参加を目指すことは可能です。
地域クラブとしての登録や手続きも市がサポートします。

地域展開は、子どもたちの未来のための大切な取り組みです。

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ先 市教育委員会学校教育課 (内線522）

よくある質問

子どもたちの選択肢を広げ、多様な

活動の機会をつくる

専門的な指導や多世代との交流を通

じ、人間性や社会性を育む

地域の活性化につなげ、「地域の子

どもを地域で育てる」を実現する

エンジョイ志向の子どもも参加できる、

新しい活動の場をつくる

学校施設の活用や学校との連携を図り、

安心・安全に活動できる環境を整える

・地域クラブの受け入れ体制づくり
・指導者の確保、育成
・モデル事業の実施
・関係団体との連携強化
・子どもや保護者の意向確認

　本市は令和10年度の地域展開を目指しますが、各団体の実情に応じて柔軟に対応していきたいと考えています。
　今後も、学校関係者、保護者、指導者、地域の皆さんに意見を伺いながら、体制整備を進めていきます。

・ 地域クラブの拡充
・種目ごとに順次展開
・子どもや保護者の意向確認
・活動内容の充実

・全ての種目で地域クラ
　ブヘの展開を目指し、
　持続可能な体制を確立
　します。

学校施設の有効活用
を進め、地域との連
携を図ります。

学　校

地域の団体が運営
し、指導者が活動
を支えます。

地域クラブ

（市公認）

同じ競技に取り組む
仲間と活動。

学校を

越えて参加

技術の向上や仲間と
のつながりを深めま
す。

子どもたちの

成長

令和８年度

準備・整備

令和９年度

展開・拡充

令和 10 年度以降

地域展開

今後のスケジュール

陸前高田市が目指すこと

令和８年度 ……… 313 人

令和 19 年度（見込） …… 181 人

市内中学生の人数
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たかたスマートモビリティの運行エリアが広がります

　令和７年 12 月から運行しているＡＩオンデマンド交通「たか
たスマートモビリティ」（たかたスマモビ）について、10 月１日
㈭から現在の運行エリアを高田町・米崎町の一部に拡大します。
たかたスマモビはバスとタクシーの中間のような、予約制の新し
い公共交通です。予約した乗車地から目的地まで乗り合わせで運
行します。この機会にぜひご登録・ご利用をお願いします。

問い合わせ先 市役所まちづくり推進課生活環境係（内線１２１、１２２）

運行期間 令和８年 10 月１日㈭～令和９年３月末
毎日運行。ただし、年末年始は運休

運行時間 午前９時～午後５時（運休時間：午後１時～午後１時 30 分）

予約方法 アプリ・ＷＥＢ（市ＬＩＮＥ）・電話
乗車希望日の７日前から乗車直前まで予約を受け付けています。

※最新情報は市
ホームページを
ご確認ください。

◆拡大後の運行エリアイメージ　

　運行エリアを高田町東部や米崎町内にも拡大し、乗降ポイントを全体で 150 カ所以上設けます。

◆運行概要

運行場所 高田町・竹駒町・気仙町・矢作町・米崎町の一部エリア

アプリを開き、
「初めての方はこちら」
をタップ

　アプリ・ＷＥＢ (市ＬＩＮＥ）から予約する方法

　電話から予約する場合

➊アプリダウンロード・ＬＩＮＥのお友達追加

オンラインで予約する人は専用アプリのダウンロードまたは市 LINE の登録をお願いします。

市 LINE 登録は
こちら 市 LINE メニューより予約可能

携帯番号を入力後、
SMSで送られる
「招待コード」を入力

利用者情報を入力 「今すぐ予約」の
検索枠をタップ

乗降希望場所を
タップ

「出発地を確定する」
をタップ

乗車人数・希望日時・
を入力

「配車を確定する」
をタップ

「スマモビの予約」と伝え、利用日時・乗降場所を伝えください。

平日（祝日・年末年始除く）
午前８時～午後２時 30 分
上記時間外の予約取得・変更・取消はできません。☎０１２０（００７）７４２

予約センター

　10 月１日㈭から、持続可能な運行を維持するため、運賃を
値上げします。ご理解のほどよろしくお願いします。

◆運賃の改定について

　たかたスマモビのエリ
ア拡大に伴い、たかたコ
ミュニティバス東部線

（陸前高田駅～イオン～
陸前高田駅）は、10 月
１日㈭から当面の間、運
休します。ご注意くださ
い。

◆たかたコミュニティバス

　東部線の運休ついて

100 円

アプリ・ＷＥＢ予約 電話予約

大人

小学生～高校生
介助者

無料未就学児
障がいのある人 無料

※支払い方法は現金のみです。

改定前 改定後

300 円

　50 円 150 円

200 円

改定前 改定後

500 円

100 円 250 円

詳細はこちら

➋予約方法

➊アプリダウンロード・ＬＩＮＥのお友達追加

専用予約アプリ 市ＬＩＮＥ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　市役所からのＨＯＴ ＬＩＮＥ
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問い合わせ先 市役所保健課健康推進係（内線235）

昔あそび（お手玉・おはじき）教室を開催します

　市では、みんなで楽しむ「昔あそび教室」を開催します。
　今回の内容は、お手玉（気仙地方では、“おひとつ ”と呼んだりします。）とおはじきです。
　講師は、本市で活動する、はぎれサークルさんです。
　自分だけのお手玉を作って歌に合わせて遊んだり、キラキラしたおはじきで指先を動かして遊びましょ
う。手先を使うことで、脳の血流量が上がり、認知症予防や集中力の向上につながります。
　初めての人でも無理なく安心して参加できますので、お気軽にお越しください。
◆日　時：10 月 15 日㈭、29 日㈭　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
◆場　所：市営住宅中田団地　市民交流プラザ
◆対　象：両日参加できる人　◆参加費：無料　◆定員：10 名（先着・要予約）
◆持ち物：お手玉用の生地、裁縫道具
◆申込方法：電話にて受け付けています。

申し込み・問い合わせ先 市役所保健課健康推進係（内線241）

　10 月 1日㈭から実施する健診について、次のとおり日程をお知らせします。自身の健康管理の
ために、積極的に受診しましょう。
　特定健診対象（40 歳から 74 歳までの国保加入者）の人や健診を申し込んだ人には、受診票を送
付しています。健診を希望する人で申し込みが済んでいない人は、お問い合わせください。

　➊特定健診 ➋後期高齢者健診 ➌若年者健診（20 歳～ 39 歳）➍結核健診
　➎肺がん検診（喀

かく
痰
たん
検査含む） ➏大腸がん検診 ➐肝炎ウイルス検査 ➑前立腺がん検診

会　場月　日
（受付：午前9時30分～11時） （受付：午後１時30分～２時30分）

10 月１日㈭

10 月２日㈮

10 月４日㈰

10 月５日㈪

10 月６日㈫

10 月７日㈬

10 月８日㈭

10 月９日㈮

11 月 24 日㈫

11 月 25 日㈬

11 月 26 日㈭

11 月 27 日㈮

11 月 28 日㈯

11 月 30 日㈪

12 月１日㈫

12 月２日㈬

12 月３日㈭

12 月４日㈮

12 月８日㈫

12 月９日㈬

横田町１区～４区

竹駒町４区～７区

高田町１区、２区、18区、19区 高田町３区

★平日・指定日に受診できない人　※要予約

★レディース健診　※要予約

竹駒地区コミュニティセンター

生出地区コミュニティセンター

横田地区コミュニティセンター

市コミュニティホール
(シンガポールホール)

竹駒町１区～３区

横田町５区～８区

高田町４区、８区

矢作町８区～11区、15区、16区

矢作町1区～４区

高田町５区

矢作町12区～14区
(受付：午前10時30分まで)

矢作町５区～7区

気仙町10区、11区 気仙町９区、12区～14区

小友町５区、６区 小友町7区～９区

小友町１区、３区甲、乙 小友町２区、４区、10区

米崎町１区～３区、７区

米崎町５区、６区、９区、10区、15区、
16区

高田町10区、13区高田町６区、７区、９区、16区、17区

広田町３区、４区、６区広田町１区、２区甲、乙

広田町９区甲、乙、10区広田町５区、７区、８区

広田町13区～15区広田町11区、12区

気仙町６区～８区気仙町１区～５区

★平日・指定日に受診できない人　※要予約

高田町14区、15区高田町11区、12区

米崎町４区、8区、17区

米崎町11区～14区

矢作地区コミュニティセンター

下矢作地区コミュニティセンター

長部地区コミュニティセンター

米崎地区コミュニティセンター

広田地区コミュニティセンター

市コミュニティホール
(シンガポールホール)

今泉地区コミュニティセンター

小友地区コミュニティセンター

対象行政区

　土日は予約制です。予約期間中に二次元コードから予約してください。
◆予約期間：9 月 18 日㈮午前 10 時～ 28 日㈪午後 5時

　特定健康診査などと子宮頸がん検診および乳がん検診を同時に受診することができます。
予約制となっておりますので、予約期間に二次元コードより予約
してください。子宮頸がん検診および乳がん検診の受診票は、
11 月中旬に対象の人に送付します。
◆予約期間：11 月 16 日㈪午前 10 時～ 20 日㈮午後 5時

　オプション検査の詳細は二次元コードからご確認ください。
　なお、オプション検査については岩手県予防医学協会にお問い合
わせください。

・混雑を緩和するため、対象行政区を割り振っていますが、指定日に受診できない人は、日程
　内の都合の良い日に受診してください。
・検診車への移動が困難な人、体調不良、日程の都合などで集団健診を受けられない人は、　10 月
　５日㈪から 12 月 22 日㈫までと、令和９年１月 14 日㈭から３月５日㈮までに二又診療所また
　は広田診療所で個別に健診やがん検診を受けることができます。

◆健診日時

土日の
予約は
こちら

レディース
健診の予約
はこちら

オプション
検査の詳細
はこちら

健康診査およびがん検診の種類

予約

レディース健診

本年からオプション検査を受診できます

その他
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健康診査・各種がん検診を実施します

年に 1度の健康チェック



★ＳＤＧｓとは…
自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住み続けられる世界を残すた

め、掲げられた全世界の人が取り組むべき17の目標。

　本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
　本コーナーでは、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる人・団体、関連イベントなど
を紹介しています。

そそのの先先のの 　　　  　　　 ののたためめ、、いいままででききるるこことと

あなたもぜひ
ＳＤＧｓに取り組ん
でみませんか？

教えて
笑顔

　本年も障がいの有無に関わらず、みんなで一緒に海水浴を楽しむ「ユニバーサルビーチ」の体験会が、
８月９日㈰、高田松原海水浴場で開催されました。
　「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」の一環として、令和４年から行われている
本イベント。当日は５組の親子が参加し、ライフセーバーやボランティアのサポートを受けながら、水
陸両用車いすなどに乗って海水浴を楽しみました。当日は天候にも恵まれ、快晴のもと参加者は海を満
喫し、笑顔が弾ける時間となりました。
　今回は、ユニバーサルビーチの仕組みやビーチマットなどの用具の導入を全国で広げている「須磨ユ
ニバーサルビーチプロジェクト」の代表・木戸俊介さんも駆けつけ、参加者たちと一緒に海を楽しみま
した。
★須磨ユニバーサルビーチプロジェクト代表　木

き

戸
ど

俊
しゅん

介
すけ

さん

　私自身が車いす生活になったあと、リハビリ先のオーストラリアのビーチで、車いすのままでも海を
楽しめるビーチマットに出会い、「あのときの感動を、ぜ
ひ日本でも実現したい」と思ったのがこの活動の原点で
す。障がいのために普段は海に入れない人たちに、冷た
さといったリアルな感覚や、楽しいという気持ちを実際
に体感してもらいたいと思っています。この日も、参加
した子どもの嬉しそうな顔が見られてよかったです。
★戸

と

羽
ば

紋
あや

那
な

さん（小学２年）と母・美
み

智
ち

子
こ

さん（高田町）

　２年ぶりに一緒に来ることができた。たくさんのスタッ
フの人についてもらっているので、いざという時にも安
心できる。今日は子どもの楽しそうな笑顔が見られてよ
かった。またの機会があれば利用したい。

「令和８年度体力測定会＆法政大学健康運動教室」

　令和 8年度体力・運動能力測定会を実施します。
　本年度は、握力などの体力測定のほか、法政大学の教授による目からウロコの「健康講話」、法
政大学の大学生と一緒に楽しく体を動かす健康運動教室を実施します。
　日頃の運動不足を見直す絶好のチャンスです。動きやすい服装で、ぜひお気軽にご参加ください！
◆日　　時：10 月 10 日㈯
　　　　　　65 歳以上の部…午前 10 時～正午（受付：午前 9時~）
　　　　　　６～ 64 歳の部…午後２時～午後４時（受付：午後１時 40 分 ~）
◆場　　所：夢アリーナたかた
◆参 加 費：無料
◆持 ち 物：上履き、動きやすい服装、タオル、飲み物など
◆申込方法：申し込みフォーム、市地域包括支援センターまたは
　　　　　　市役所交流推進課スポーツ交流係まで申込用紙を提出。
◆申込期日：9 月 30 日㈬
◆申込用紙配布場所：市地域包括支援センター、市役所交流推進課スポーツ交流係、夢アリーナたかた

【共通項目】握力、上体起こし、長座体前屈
◆ 65 歳以上の部：AＤＬ判定、開眼片足立ち、10m障害物歩行、6分間歩行
◆６～ 64 歳の部：反復横跳び、立ち幅跳び、20mシャトルラン

◆健康講話：講師　法政大学生命科学部大学院スポーツ健康学部研究科教授 越
お
智
ち
英
えい
輔
すけ
先生

◆法政大学生による健康体操および測定会：血圧、血管硬度、膝伸展筋力など

６歳からシニアまで、家族みんなで体を動かす楽しさを体験しませんか？

問い合わせ先 市地域包括支援センター（内線219）、市役所交流推進課スポーツ交流係（内線415）

熊本地震被災地への義援金を受け付けています

　７月28日に発生した令和８年熊本地震により、犠牲になられた方々に深
く哀悼の意を表するとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げ
ます。
　市では、被災地の一日も早い復旧・復興と、被災された皆様の生活を支援
するため、義援金を受け付けています。寄せられた義援金は、日本赤十字社
を通じて被災地へお届けします。
【義援金募金箱の設置】

◆設置期間…当面の間
◆設置場所…市役所税務課窓口付近
◆受付時間…午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝日を除く）

問い合わせ先 市役所福祉課福祉係（内線261）

「海に入りたい」という想いを、みんなでサポート　ユニバーサルビーチ体験会

詳細は
こちら

設置されている募金箱

申し込み
はこちら

体力・運動能力測定会

法政大学健康運動教室

スタッフに見守られながら海を楽しむ子ども
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今回の高田高校だよりは多様な学びや部活動に励む高高生の活動をお届けします！

高田高校だより

学 校 通 信

高田高校の
取り組みは、
公式 note を
ご覧ください。

問い合わせ先 県立高田高等学校☎0192（55）3153

　５月 29 日㈮～ 31 日㈰岩手県高等学校総合体育大会ソフト
テニス競技が行われました。その結果、個人戦では吉田・藤
井組、小林・遠藤組、東・荒木組、吉田・新沼組の４組が、
６月に開催された東北高等学校ソフトテニス選手権大会（岩
手大会）への出場権を獲得しました。また、団体戦も順調に
勝ち進み、選手たちはベンチの応援を受け、チーム一丸となっ
て決勝戦で盛岡商業高校を２―０で撃破し、５年ぶり 12 回目

女子ソフトテニス部高総体出場

の優勝を勝ち取りました！女子ソフトテニス部の快挙に校内は大いに盛り上がり、地域に明るい話題を
もたらしたことで多くの方々からたくさんのご支援をいただきました。支えてくださる皆様への感謝の
気持ちを胸に、８月３日㈪に京都府福知山市で開催された近畿インターハイに出場しました。

Ｔ×ＡＣＴＩＯＮ　ＮＥＷＳ

ワークトリップ （１年生）

　６月 23 日㈫、市内企業を見学す
る「ワークトリップ」に参加しまし
た。この活動は、地域を代表する事

Ｔ×ＡＣＴＩＯＮ （タクション） とは…

総合的な探究の時間を中心とした
生徒の活動の総称です。

業所や新規の分野に取り組む事業所を見学し、地域の可能性や自身の進路選択について考える機会と
することを目的としています。それぞれの進路希望に応じて陸前高田市役所など、16 の事業所の中か
ら２つを選んで見学しました。見学先では事業の概要や工夫について伺ったり、体験させていただき
ました。
T ×ＡＣＴＩＯＮ高大連携地域探究フィールドワーク （２年生）

　２年２組・３組（文系・理系進
学希望クラス）の生徒 71 人は、
主体的に学び探究する姿勢を身に
つけるために、岩手大学の学生さ
んの協力を得て、探究活動・フィー
ルドワーク・研究成果発表に取り
組みます。今回は、７月 21 日㈫に

行った市内でのフィールドワークの様子を紹介します。自らの興味・関心に応じて「医療」「福祉・健
康」「教育・心理」「エネルギー・脱炭素」「防災」「地域振興➊～➌」のチームに分かれて、地域の現
状と課題について調査しました。中でも「防災」チームは、「防災の大切さを知り、小中学生にわかり
やすく伝えるためにはどうすればよいか？」という問いを立て、3.11 仮設住宅体験館を見学し、語り
部の佐

さ と う
藤一

か ず お
男さんからお話を伺いました。災害の恐ろしさを忘れず、次への備えにしてほしいという

佐藤さんの思いを受け継ぎ、次世代の防災のあり方について探究し
ていきます。
※本校の活動は公式 note をご覧ください。
※高高祭（一般公開）開催！皆さんのご来場をお待ちしております。
　日時：10 月３日㈯午前 10 時～午後２時

菊　池　奏　佑 さん

（高田町）

きくち そうすけ
熊　谷　　　渚 さん

（広田町）

くまがい なぎさ

伊　勢　結　陽 さん

（米崎町）

いせ ゆうひ
菊　地　まひろ さん

（竹駒町）

きくち

小　田　千　結 さん

（高田町）

おだ ちゆ
小　島　大　河 さん

（高田町）

おじま たいが

高　橋　春　陽 さん

（高田町）

たかはし はるひ
紺　野　真　央 さん

（高田町）

こんの まお

森　田　結　月 さん

（気仙町）

もりた ゆづき

菅　野　結　奈 さん

（矢作町）

かんの ゆな
千　葉　結　月 さん

（米崎町）

ちば ゆづき

澤　田　　　浬 さん

（米崎町）

さわだ かいり
菅　原　美　桜 さん

（米崎町）

すがわら みお

板　林　美　伶 さん

（竹駒町）

いたばやし みれい
鈴　木　梛　仁 さん

（広田町）

すずき なぎと

菊　池　陽　翔 さん

（竹駒町）

きくち はると

菊　池　沙　都 さん

（高田町）

きくち さと
３歳６カ月健診を受診した子を紹介

８
19
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介護お茶のみ話地域包括支援
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保
健
だ
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り
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よ
り

　

自
分
の
心
を
守
る
た
め
に

　

 

～
ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

　
　
　
　
　
　
　

 

付
き
合
い
方
～

535

男　性　　 7,957 人（－12 人）　

女　性　　 8,575 人（－12 人）

　計　　　16,532 人（－24 人）

　　　（出生５　死亡 30）

世帯数 7,507 世帯  （　０世帯）

◆ 建物　　　　　０件（　２件）

◆ 林野・その他　０件（　０件）

◆ 出動件数　　  88 件（564 件）

◆ 搬送人員　　  83 人（543 人）

◆ 人身事故　０件（　９件）

◆ 物損事故　15 件（ 162 件）

◆ 負傷者　　０人（ 11 人）

◆ 死亡者　　０人（　０人）

◆ 飲酒運転　０人（　１人）

※届け出人が希望した人のみ掲載
※氏名は通常字体で掲載

気仙

高田

横田

矢作

横田

及
お い か わ

川 昴
こ う だ い

大・阿
あ べ

部 歩
あ ゆ か

果　（相川）

佐
さ と う

藤 詩
し お ん

音・小
お の

野 桃
も も か

花　（相川）

吉
よ し だ

田 健
け ん た

太・小
こ い ず み

泉 舞
ま お

桜　（愛宕下）

中
な か の

野 智
と も や

也・尾
お が た

形ゆかり　（福伏）

佐
さ と う

藤  　海
か い

・菊
き く ち

池 麗
れ い か

佳　（松峰）

竹駒町

気仙町

米崎町

★男の子 竹駒

気仙

高田

米崎

小友

広田

★女の子

戸
と ば

羽　蒼
そ う ま

真　　（健
け ん た ろ う

太郎・垂井ヶ沢）

福
ふ く は ら

原　晴
せ い た ろ う

大朗　　（汰
た い き

樹・寒風）

村
む ら か み

上　翠
す い

依　　（廉
れ ん

・久連坪）

千
ち だ

田　定
さ だ い ち

一　　（68 歳・梅木）

佐
さ と う

藤　近
ち か こ

子　　（92 歳・三の戸）

菅
か ん の

野　悦
え つ お

雄　　（73 歳・友沼）

山
や ま や

谷　辰
た つ お

夫　　（85 歳・狩集）

斎
さ い と う

藤　瑠
る み

美　　（46 歳・志田実）

菅
か ん の

野　せつ子
こ

　　（90 歳・滝の里）

佐
さ と う

藤　乕
と ら お

男　　（90 歳・大畑）

中
な か ぐ ち

口　貞
て い ぞ う

三　　（84 歳・上壺）

菅
か ん の

野　利
と し お

夫　　（87 歳・愛宕下）

菅
か ん の

野　クニ子
こ

　　（94 歳・上長部）

岩
い わ さ き

崎　たみ代
よ

　　（96 歳・栃ヶ沢）

金
き ん

　　　幸
ゆ き こ

子　　（91 歳・本丸）

黄
き か わ だ

川田　ミナコ　　（96 歳・山苗代）

菅
す が わ ら

原　弘
ひ ろ し

志　　（83 歳・山苗代）

菅
か ん の

野　英
え い き

輝　　（83 歳・太田）

千
ち ば

葉　朝
あ さ お

夫　　（88 歳・佐野）

吉
よ し だ

田　ヨシ子
こ

　　（93 歳・脇の沢）

熊
く ま が い

谷　節
せ つ こ

子　　（71 歳・堂の前）

清
し み ず

水　セツ子
こ

　　（94 歳・唯出）

村
む ら か み

上　節
せ つ お

雄　　（64 歳・蒲田）

大
お お わ だ

和田　ミワ子
こ

　　（92 歳・大陽）

及
お い か わ

川　幸
こ う き ち

吉　　（85 歳・小長洞）

碓
う す い

井　ト シ　　（89 歳・蒲田）

●
９
月
は
自
殺
予
防
月
間
で
す

　
現
代
社
会
で
ス
ト
レ
ス
を
完
全
に

な
く
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
大

切
な
の
は
そ
れ
と
ど
う
付
き
合
っ
て

い
く
か
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分

自
身
の
心
と
向
き
合
い
、
ス
ト
レ
ス

と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
心
の
疲
れ
に
気
づ
く
た
め
に

　
私
た
ち
は
日
々
、
仕
事
や
家
事
、

人
間
関
係
な
ど
、
様
々
な
刺
激
を
ス

ト
レ
ス
と
し
て
感
じ
な
が
ら
生
活
し

て
い
ま
す
。
適
度
な
刺
激
は
活
動
の

源
に
も
な
り
ま
す
が
、
過
度
な
ス
ト

レ
ス
が
長
く
続
く
と
心
や
体
に
不
調

を
き
た
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
「
よ
く
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

と
い
っ
た
状
態
は
、
心
が
疲
れ
て
い

る
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
変
化
に
早
め
に
気
づ
き
、
自
分

を
労
わ
る
こ
と
が
、
心
の
健
康
を
守

る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

◆
今
日
か
ら
で
き
る
５
つ
の
対
策

　
ス
ト
レ
ス
に
上
手
に
対
処
す
る
こ

と
を
「
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」
と

呼
び
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
「
心
の

守
り
方
」
を
増
や
す
た
め
に
、
次
の

５
つ
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

➊
深
呼
吸
…
３
分
間
の
呼
吸
と
背
伸

び
で
緊
張
を
解
き
ま
す
。

➋
書
き
出
す
…
モ
ヤ
モ
ヤ
を
紙
に
書

い
て
心
を
整
理
し
ま
す
。

➌
五
感
…
好
き
な
香
り
や
音
楽
、
入

浴
を
楽
し
み
ま
す
。

➍
休
止
…
寝
る
前
は
ス
マ
ホ
を
置
き
、

脳
を
休
め
ま
す
。

➎
対
話
…
言
葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と

で
重
荷
が
軽
く
な
り
ま
す
。

◆
一
人
で
抱
え
ず
相
談
窓
口
へ

　
対
処
法
は
一
つ
に
限
定
せ
ず
、
状

況
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
多
く
の

「
引
き
出
し
」
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
も
し
、
自
分
だ
け
で
は
抱
え

き
れ
な
い
と
感
じ
た
り
、
つ
ら
い
気

持
ち
が
続
い
た
り
す
る
と
き
は
、
決

し
て
一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
相
談
す
る
こ
と
は
弱
さ
で
は
な

く
、
自
分
を
守
る
た
め
の
勇
気
あ
る

大
切
な
行
動
で
す
。

　
話
し
に
く
い
こ
と
で
も
、
保
健
師

が
お
話
を
伺
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
保
健
課

健
康
推
進
係
（
内
線
２
３
６
）

問
い
合
わ
せ
先

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
」
は
認
知
症
な
ど
で
徘
徊
行
動
が

み
ら
れ
る
人
な
ど
を
事
前
に
登
録
し

て
お
く
こ
と
で
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
時
に
早
期
発
見
す
る
た
め
の
仕
組

み
で
す
。

　
家
族
な
ど
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た

場
合
、
警
察
と
協
力
し
て
防
災
無
線

を
使
用
し
捜
索
し
ま
す
。

◆
な
ぜ
早
期
発
見
が
必
要
か

　
行
方
不
明
の
発
覚
直
後
は
、
近
隣

な
ど
生
活
圏
内
に
留
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
捜
索
範
囲
を
絞
っ

て
効
率
よ
く
探
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
一
方
で
、
時
間
が
経
過
す
る
と
、

遠
く
へ
移
動
す
る
可
能
性
が
高
く
な

る
た
め
、
捜
索
範
囲
が
広
が
り
、
発

見
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー

　
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
や
身
元

確
認
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。　

　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
徘
徊
す
る
可
能

性
の
あ
る
人
が
日
頃
使
用
し
て
い
る

履
物
や
杖
な
ど
に
貼
り
ま
す
。
黄
色

の
蛍
光
色
な
の
で
目
に
つ
き
や
す

く
、
夜
間
は
反
射
し
て
光
る
た
め
交

通
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
利
用
方
法

　
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、担

当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）、
ま
た
は
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
願
い

➊
家
族
の
対
応

　
行
方
不
明
が
発
覚
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
警
察
に
連
絡
し
、
早
期
の
捜

索
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

➋
地
域
で
の
対
応

　
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付

け
て
い
る
、
季
節
に
合
わ
な
い
服
装

を
し
て
い
る
、
長
時
間
座
り
込
ん
で

い
る
、
同
じ
と
こ
ろ
を
往
復
し
て
い

る
人
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
優
し
く

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
に
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
返
事
、

会
話
が
噛
み
合
わ
な
い
、
帰
る
場
所

が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
様
子
が
見
ら

れ
た
場
合
に
は
、
警
察
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
内
線
２
１
５
）

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

（令和８年７月 16 日～８月 15 日届け出分）

数字で見る陸前高田市（令和８年７月 31 日現在）

慶　　弔

市内の火災救急活動

（　）は１月からの累計

7月 市内の交通事故

（　）は１月からの累計

7月市の人口（住民登録人口）

（　）は前月比　出生・死亡数は７月分

おめでた…（　）は保護者・字名

おくやみ…（　）は年齢・字名

ステッカー使用例

お幸せに…（　）は字名

142026年 (令和８年 )９月号15 RIKUZENTAKATA



道の駅高田松原の来場者数が 400 万人を超えました

■ オープン以来の来場者が大台に、記念すべき節目を達成

　８月５日㈬、気仙町の道の駅高田松原の来場者数が、累計400万
人に達しました。
　令和元年９月にオープンした同駅は、令和６年10月に累計300
万人を達成。それから１年10カ月後となる今回、記念すべき400万
人目の来場者となったのは、高田松原海水浴場に花巻市から４人
で訪れていた藤原さん一家。記念品として、同駅で販売されてい
る本市のブランド米「たかたのゆめ」などが贈られました。
　400万人目となった藤

ふじわら
原和

かずひろ
博さんは「400万人目になるとは思っ

ていなかったのでびっくりした。これからも足を運んでいきた
い」と笑顔で話していました。記念のパネルを手にする藤原さん一家と佐々木市長

フレスコボールリクゼンタカタカップ 2026

■ 息を合わせ、心を重ねる、笑顔でつながるラリー

　フレスコボール公式戦「リクゼンタカタカップ2026」が、高田松原海水浴場で８月８日㈯、９日㈰の２
日間にわたり開催され、85組が出場しました。
　フレスコボールは、ラケットとボールを使い、ペアでお互いに打ちやすいボールを返してラリーを続

息を合わせてラリーを交わす選手

陸前高田市・名古屋市絆交流

■ 名古屋市の中学生と交流を深める

　8月17日㈪から19日㈬までの3日間、名古屋市の中学生37人が本市を訪れ、市内両中学校の代表生徒15
人と交流を深めました。

市内中学生の案内で祈念公園を見学しました

祝
400 万人

つなげ、

ラリー

未来へ

繋ぐ絆

　本交流は、東日本大震災をきっかけに両市の教育委員会が
締結した「絆協定」に基づく取り組みで、本年で14年目を迎え
ました。生徒たちは、本交流のテーマソングである「未来への
翼」を合唱したほか、市内の中学生による案内で東日本大震
災津波復興祈念公園を見学するなどして親睦を深めました。
　名古屋市から参加した横

よこ
山
やま
明
あ か ね
音さん（富田中2年）は、「祈念

公園を案内してもらい、震災の規模の大きさを実感した。今
回交流した中学生がこちらに来たときには、今度は私たちが
名古屋を案内したい」と話していました。

けるブラジル発祥のスポーツ。本市での開催が５年連
続となる同大会は、両日ともに天候に恵まれ、選手た
ちは日頃の練習の成果を存分に発揮していました。
　出場した二

に
階
かい
堂
どう
千
ち
里
さと
さん（岩手大２年）は「目標の５

分間いっぱいプレーすることができた。今日初めてペ
アを組んだのですが、楽しくプレーできてよかった」
と笑顔を見せました。ペアを組んだ大

おお
田
た
桃
もも

歌
か
さん（気

仙沼市）は「ビーチでのプレーは初めてだったので大
変でしたが、打ち返しやすいボールを返してくれて助
かった」と振り返っていました。

ブルーベリー収穫体験イベントを開催

■ 太陽光パネルの下で育った記念すべき初収穫

　陸前高田しみんエネルギー株式会社が主催するブルーベリーの収穫イベントが、８月２日㈰、ワタミ
オーガニックランドで開催され、25 人が参加しました。
　本イベントは、同社とワタミファーム陸前高田株式会社が取り組む営農 “強化 ” 型太陽光発電により

大きく育ったブルーベリーの

収穫を楽しみました

図書館で生きもの博士をめざせ！ 2026　～昆虫の標本をつくってみよう～

■ 生きものの記録を未来に残す標本作製に挑戦

　昆虫の標本作製の体験会が、７月25日㈯にアバッセたかたパブリックスペースで開催され、11組の家
族22人がカブトムシやクワガタムシの標本を作製しました。

真剣に標本を作製する子ども

大自然と触れ合う「陸前高田ワタミ自然学校」

■ 仲間とともに共同生活、自ら考える力を学ぶ

　首都圏の子どもたちが本市の自然と触れ合う「陸前高田ワタミ自然学校」が、７月30日㈭から８月２日
㈰までの４日間開催され、36人の子どもたちが参加しました。
　ワタミ自然学校は、ワタミ株式会社が主催し、自然や仲間との共同生活を通じて、自ら考え行動する
力を育む体験学習プログラム。同プログラムでは、ワタミオーガニックランド内で同社の渡

わた
邉
なべ

美
み
樹
き
代表

出来立てのハンバーガーを堪能する参加者

パネル
を活用

家族で

いっしょに

自然を

満喫

栽培されたブルーベリーを収穫するもの。
　当日は、参加者がパネルの下で育ったブルーベリーの記念すべき
初収穫の喜びを分かち合いました。
　参加した畑

はたなか
中葵

あ お ば
葉さん（広田小１年）は「ここでブルーベリーを

栽培していることを初めて知った。甘くておいしかった」と嬉しそ
うに話していました。
※営農 “強化 ” 型太陽光発電…太陽光パネルを発電の他にも、パネ
ルの下で栽培する農作物の雨よけなどに活用する陸前高田モデル

取締役会長兼社長とともに植樹活動を実施したほか、昼食のハン
バーガー作りや野菜の収穫を体験しました。その他にも、高田松
原津波復興祈念公園などを見学して津波の脅威や教訓を学んだほ
か、夜には星空観察を行うなど、子どもたちは自然に深く触れる時
間を過ごしました。
　千葉県から参加した岡

おか
田
だ
直
なお

大
ひろ

さん（６年）は「本格的なハンバー
ガーでおいしかった。いっぱい取れた野菜は家族と一緒に楽しみ
たい」と笑顔で話していました。

　本体験会は市立図書館が企画。体験会では、マチ針を使って体や足
を固定する展

てん
足
そく

の方法やどこにどんな生きものが住んでいたか記録
を残す標本の重要性を説明しました。参加した家族は一緒になって
一生懸命、丁寧に昆虫の形を整えていました。
　カブトムシの標本を作製した臼

うす
井
い
航
こう

太
た
郎
ろう

さん（広田小２年）は「初
めて標本を作ってみて難しかったけど楽しかった。今度はクワガタ
ムシで作ってみたい」と意欲を見せていました。
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公益財団法人岩手県市町村振興協会

　
気
仙
川
清
流
化
推
進
協
議
会
で
は
、

令
和
８
年
度
秋
の
気
仙
川
一
斉
清
掃

を
実
施
し
ま
す
。
事
前
の
参
加
報
告

は
不
要
で
す
。
流
域
の
事
業
者
や
住

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
27
日
㈰
午
前
６
時
～

７
時

◆
実
施
区
域
…
矢
作
町
、
横
田
町
、

竹
駒
町
、
気
仙
町
今
泉
地
区
の
気
仙

川
本
流
・
支
流

◆
そ
の
他
…
➊
小
雨
決
行
で
す
が
、

荒
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
、

前
日
の
午
前
11
時
を
目
途
に
、
防
災

行
政
無
線
で
連
絡
し
ま
す
。

➋
市
指
定
ご
み
袋
な
ど
透
明
な
ご
み

袋
を
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

➌
回
収
し
た
ご
み
の
収
集
は
、
市
の

委
託
業
者
が
行
い
ま
す
。
可
燃
物
と

不
燃
物
に
分
け
て
集
積
所
に
ま
と
め

て
置
い
て
く
だ
さ
い
。
集
積
所
の
場

所
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
地
域
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
➍
活
動
に
あ

た
っ
て
は
、危
険
な
場
所
を
避
け
、参

加
者
の
安
全
第
一
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
気
仙
川
清
流
化

推
進
協
議
会
事
務
局
（
市
役
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係
）（
内
線

１
２
３
、１
２
６
）

　
気
仙
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
で
は
、

犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
気
仙
地
区
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
岩
手
県
警
察
音

楽
隊
の
演
奏
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

◆
日
時
…
10
月
９
日
㈮
午
後
２
時
～

４
時
（
予
定
）

◆
会
場
…
三
陸
公
民
館
（
大
船
渡
市

三
陸
町
越
喜
来
字
前
田
36
ー
１
）

◆
入
場
料
…
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
気
仙
地
区
防
犯

協
会
連
合
会
事
務
局（
大
船
渡
警
察
署

内
）☎
０
１
９
２（
２
７
）３
０
８
７

　
ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
さ
ん
り
く
実
行
委

員
会
で
は
、「
耳
を
す
ま
す
。」
を
テ
ー

マ
に
次
の
と
お
り
本
と
人
と
の
交
流

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
国
各
地
か
ら
個
性
豊
か
な
古
本

屋
さ
ん
25
店
舗
が
集
結
し
、
朗
読
劇

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
飲
食
出
店
な
ど
、
本
に
ま
つ

わ
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
日

間
で
す
。

　
本
や
こ
と
ば
、
人
と
の
出
会
い
に

ゆ
っ
く
り
耳
を
す
ま
す
時
間
を
、
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
➊
９
月
12
日
㈯
午
後
１
時

～
午
後
６
時
➋
９
月
13
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◆
場
所
…
高
田
町
ま
ち
な
か
交
流
広

場
、
市
立
図
書
館
前
（
雨
天
の
場
合

は
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
）

◆
主
催
…
ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
さ
ん
り
く

実
行
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
交
流
施
設
ほ
ん

ま
る
の
家
☎
０
１
９
２

（
４
７
）
３
３
８
９

　
お
は
な
し
ペ
パ
ン
で
は
、
大
人
の

た
め
の
お
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
年
は
、
日
本
の
昔
話
を
中
心
に

グ
リ
ム
の
お
話
も
語
り
ま
す
。
長
く

語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
話
は
ど
の
お

話
も
味
わ
い
深
く
、
心
を
ゆ
さ
ぶ
ら

れ
ま
す
。
ひ
と
と
き
、
昔
話
の
世
界

に
ひ
た
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
入
場
無
料
で
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

◆
日
時
…
９
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時

◆
場
所
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
お
は
な
し
ペ
パ

ン
（
馬ば

場ば

）
☎ 

０
９
０
（
６
７
８
２
）

２
９
６
１

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
セ
ン
タ
ー
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
日
程
…
10
月
３
日
㈯

◆
場
所
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
内
容
…
➊
物
販
＝
会
員
手
作
り
の

お
菓
子
、
手
芸
品
、
は
た
織
り
製
品

※
販
売
協
力（
東
海
堂
、カ
フ
ェ
フ
ー

ド
バ
ー
わ
い
わ
い
、あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム

Ａ
М
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
ア

マ
ザ
ケ
・
ス
タ
ン
ド
））
➋
催
物
＝
縁

日
コ
ー
ナ
ー
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

ヤ
ク
ル
ト
肌
年
齢
測
定　
午
前
11
時

～
午
後
１
時
30
分
➌
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
＝
「
中
川
あ
い
子
講
演
会
＆
中

川
社
中
歌
謡
シ
ョ
ー
」　
午
後
２
時
～

３
時
30
分
入
場
無
料　
全
席
自
由
席

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
２
（
５
４
）

４
８
８
８

　
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
で
は
、

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
踏
ま

え
、
防
災
意
識
の
醸
成
に
つ
な
げ
る

た
め
「
防
災
ア
イ
テ
ム
体
験
」
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
防
災
ボ
ト
ル
づ
く
り
や
非
常
用
ト

イ
レ
実
験
で
、
体
験
し
な
が
ら
防
災

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
…
９
月
21
日
（
月
・
祝
）、

23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所
…
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
内　
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
管

理
棟
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

◆
内
容
…
防
災
ボ
ト
ル
づ
く
り
体
験
、

非
常
用
ト
イ
レ
実
験

◆
対
象
者
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◆
申
込
…
不
要

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
東
日
本
大
震
災

津
波
伝
承
館
☎
０
１
９
２
（
４
７
）

４
４
５
５

　
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
で
は
、

開
館
７
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
県
立
図
書
館
と
連
携
し
、「
出

張
Ｉ-

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
防
災
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な

ど
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
び
、
み

ん
な
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
…
９
月
22
日
（
火
・
祝
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
～
３
時

◆
場
所
…
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
内　
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
管

理
棟
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

◆
内
容
…
防
災
ゲ
ー
ム
、
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
の
ほ
か
本
の
展
示
な
ど

◆
対
象
者
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◆
申
込
…
不
要

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
東
日
本
大
震
災

津
波
伝
承
館
☎
０
１
９
２
（
４
７
）

４
４
５
５

　
宅
地
建
物
取
引
士
が
、
土
地
や
建

物
の
売
買
、
賃
貸
、
空
き
家
、
空
き

地
な
ど
の
不
動
産
に
関
す
る
様
々
な

相
談
を
受
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
９
月
23
日
（
水
・
祝
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時 

◆
場
所
…
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
会
議
室

◆
予
約
…
不
要

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
（
一
社
）
岩
手

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
気
仙
支
部

こ
ん
の
不
動
産
内
☎
０
１
９
２
（
４

７
）
３
１
７
７

　
令
和
９
年
４
月
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

◆
募
集
職
種
…
➊
一
般
事
務
➋
一
般

事
務
（
障
が
い
者
対
象
）
➌
保
育
士

➍
学
校
用
務
員
➎
消
防
職

◆
受
験
条
件
…
➊
昭
和
61
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
➋
昭
和
51
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
次
に
掲
げ
る
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
。
身
体
障
害
者
手

帳
、
都
道
府
県
知
事
も
し
く
は
政
令

指
定
都
市
市
長
が
交
付
す
る
療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
※

こ
れ
ら
の
手
帳
は
、
受
験
申
込
日
お

よ
び
受
験
日
当
日
に
有
効
で
あ
る
こ

と
）
➌
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格
と
幼

稚
園
教
諭
免
許
の
両
方
を
有
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
令
和
９
年
３
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
➍
昭
和
56
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
➎
平
成
８
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

◆
応
募
期
限
…
９
月
11
日
㈮

◆
申
込
方
法
…
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み

◆
一
次
試
験
日
…
➊
市
役
所
会
場
９

月
27
日
㈰
➋
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
９
月

14
日
㈪
～
27
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
総
務
課

職
員
係
（
内
線
３
１
４
）

　
市
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
小
友
駅
前
に
駐

車
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
本
駐
車
場
は
、
同
駅
が
大
船
渡
方

面
と
本
市
中
心
市
街
地
方
面
の
双
方

を
結
ぶ
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な

ど
多
様
な
移
動
手
段
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
し
た
も

の
で
す
。

 

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
生
活
環
境
係
（
内
線

１
２
２
）

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
が
、

広
く
国
民
に
理
解
、
利
用
さ
れ
る
よ

う
９
月
と
10
月
の
２
カ
月
間
を
「
行

政
相
談
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
な
ど
へ

の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
広
く
お
聴

き
し
、
担
当
行
政
機
関
と
は
異
な
る

立
場
か
ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
制
度
や

運
営
の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
で
す
。

　
困
り
ご
と
や
要
望
し
た
い
こ
と
な

ど
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
原
則
毎
月
第
２
水
曜
日
、

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
行
政
相
談
員
…
菅か
ん
野の

光み
つ
広ひ

ろ
氏
、
千ち

葉ば

徳と
く
次じ

氏

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
生
活
環
境
係
（
内
線

１
２
２
）

　

陸
前
高
田
商
工
会
発
行
の
「
絆

商
品
券
」
の
う
ち
、
有
効
期
限
が

「
２
０
２
６
年
９
月
30
日
」
と
表
示

さ
れ
て
い
る
商
品
券
は
、
間
も
な
く

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
商
品
券
を
お
持
ち
の
人
は
、
期
限

内
の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
陸
前
高
田
商
工

会
☎
０
１
９
２
（
５
５
）
３
３
０
０

開
催
し
ま
す

気
仙
川
流
域
の
皆
さ
ん
へ

気
仙
川
一
斉
清
掃
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

駐
車
場
を
整
備

Ｂ
Ｒ
Ｔ
小
友
駅
前
に

駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た

お
知
ら
せ

募
集
し
ま
す

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
大
会

岩
手
県
警
察
音
楽
隊
演
奏
を

披
露
し
ま
す

お
は
な
し
ペ
パ
ン

大
人
の
た
め
の
お
話
会

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

令
和
８
年
度
陸
前
高
田
市

職
員
採
用
試
験

（後
期
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア

第
２
回
開
催

ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
さ
ん
り
く
を

開
催
し
ま
す

岩
手
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

不
動
産
無
料
相
談
会

無
料
行
政
相
談

行
政
相
談
月
間

お
手
元
の
商
品
券
確
認
を

９
月
30
日
が
期
限
の
商
品
券
が

あ
り
ま
す

有効期限をご確認ください

駐車場はこの看板
が目印です

東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館

「防
災
ア
イ
テ
ム
体
験
」
イ
ベ
ン
ト

東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館

伝
承
館
開
館
７
周
年
記
念

「
出
張
Ｉ-

セ
ミ
ナ
ー
」

INFORMATION

182026年 (令和８年 )９月号19 RIKUZENTAKATA



　野菜や枝豆、ひじきを使った彩り豊かな和え物です。
酢の酸味やひじき、枝豆の旨味で、薄味でもおいしく食
べることができます。
　また、キャベツやキュウリ、枝豆、ひじきには「カリ
ウム」が豊富に含まれており、塩分を体の外へ排出する
はたらきをサポートしてくれます。
　減塩や健康に役立つ体に優しいレシピを、ご家庭でも
ぜひお試しください。

★材料（４人分）

問い合わせ先 学校給食センター☎0192（55）2073

➊枝豆を茹でてさやから取り出し、冷まして
おく。
➋ひじきを戻して茹で、冷ましておく。
➌キャベツ、キュウリ、ニンジンは食べやす
い大きさに切ってから茹で、冷ましておく。
➍➊～➌をAの調味料で和え、味を整える。

　作り方

Recommended Recipe
今月の

おすすめ

レシピ

※市内医療機関および金融機関等の事業所で、広報りくぜんたかたを購読希望の場合は左記発行元へご連絡ください。
※広報りくぜんたかた９月号（№１218）の制作経費は１部72円（税抜き）、発行部数は7,250部です。

いろどりサラダいろどりサラダ

減塩のためのおすすめレシピ

120g
80g
20g
30g
1.5g

キャベツ ………
キュウリ ………
ニンジン ………
枝豆 ……………
芽ひじき ………

大さじ1/2
〃  　

小さじ1/2
少々

小さじ１

しょう油 ……
酢 ……………
砂糖 …………
こしょう ……
サラダ油 ……

【１人分】

エネルギー　34kcal

食塩相当量　0.4g

監督 戸
と
 羽

ば
 理

り
 智

ち
 さん　

団員20人

スローガン 個々の能力を最大限に生かし
スピードで戦う

チームの強みの粘り強いレシーブと、普段の練習か
ら意識するスピード感を武器に、東北大会出場を目
指します。

境
さ か い

井 花
か の ん

夢 さん（２年）

高田東中学校

Ａ

Ａ

学校部活動の地域展開に伴い、地域の団体や指導者など
が主体となって、子どもたちのスポーツ・文化活動の機
会を支える取り組みです。

RIKUZENTAKARA

通 信
地域地域
クラブクラブ

チーム名

キャプテンからのコメント

種目：バレーボール

地域クラブとは ･･･

IwateTak
ataClub

団員を募集しています

事務局 境
さ か い

井 ☎ 080(5562)336
7
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岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字
下
和
野
１
０
０
番
地

◆
Ｈ
Ｐ　

https://w
w
w
.city.rikuzentakata.iw

ate.jp

◆
発
行　
岩
手
県
陸
前
高
田
市　
　
◆
編
集　
企
画
政
策
課

☎
０
１
９
２（
５
４
）２
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９
２（
５
４
）３
８
８
８

◆
広
報
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

こ
う
ほ
う
り
く
ぜ
ん
た
か
た


